
日 曜  

１ 火 夏季休業（～8/17まで）  

２ 水   

３ 木   

４ 金   

５ 土   

６ 日   

７ 月 ジュニア地区予選（卓球）  

８ 火   

９ 水   

10 木 学校閉庁日  

11 金 山の日  

12 土   

13 日   

14 月 学校閉庁日  

15 火 学校閉庁日  

16 水   

17 木   

18 金 
２学期始業式  
スクールカウンセラー 

 

19 土 リレー記録会（陸上）  

20 日   

21 月 
代議員会（文化祭） 
選挙管理委員会➀ 

 

22 火   

23 水 専門委員会   

24 木 朝会（選挙告示）  

25 金   

26 土 数学検定 新人陸上  

27 日 新人陸上  

28 月 陶芸教室（３年生）  

29 火   

30 水 学力テスト全学年  

31 木   

 

  

いよいよ明日から２４日間の夏休みとなります。 
さて、ここに紹介する「子育て四訓」は、山口県の方が長い教員経験を踏まえてまとめたものです。かつて校
内暴力や破壊行為、問題行動などで、教育現場にとって苦難の時代がありました。（私の中学時代は何でもあ
りの時代でした…長ラン、短ラン、ボンタン、リーゼントに剃り込み、そしてケンカ…まさにビーバップやクローズ
の世界…）そのなかで、さまざまな子どもたちの家庭や親子関係を見ると、その問題行動が人間愛、親子愛の
欠落に起因している部分が多いと痛感したそうです。夏休み前にあらためて親として、学校として、地域社会とし
て親子の関係を見直すことが大切な時期と言えます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
中学校の時期はとりわけ｢少年は手を離せ、目を離すな｣の時期でしょう。中学生は家族、友人、地域など、他
者とのかかわりのなかで社会性が育つ時期です。ここではしっかり手を離して活動範囲を広げてやる必要があ
ります。 
一方、この時期は成長とともに子どもが親に反抗したり、心が不安定になりがちな時期です。このことは、親
や友人に｢こちらを向いてほしい｣というメッセージを送っているのかもしれません。それは成長の過程であり、親
としてはしっかりと子どもに向き合い、共に成長することを心がける時期なのでしょう。この「子育て四訓」は、子
どもの成長段階に比例して少しずつ距離を離してゆく、そんな親としてのスタンス・あるべき姿を分かりやすく教
えてくれるものです。もちろんこの｢四訓｣の言葉だけで言い尽くされ、うまくいくものではありません。しかし、１
学期間の振り返りとこれからのヒントとなるものでしょう。 

 
終わりになりますが、今学期も保護者の皆様には本校の教育活動に対しまして、様々なご支援をいただき、心
より感謝申し上げます。夏休みの期間中、何よりも子どもたちが健康・安全に過ごせるようご家庭でもご配慮と
ご指導をお願いいたします。 

北海道教育委員会では、学校における働き方改革の取組の一つとして、教
職員が休養を取りやすい環境を整備し、心身の健康を保持することを目的に、
平成３０年度から「学校閉庁日」の取組を全ての学校で実施しております。 
茶内中学校においても、７月２５日から始まります「夏季休業期間」における

学校閉庁日を、今年度も下記のとおり設定することとしました。 
なお、学校閉庁日には教職員が不在となるため、もし事件・事故など緊急の

場合のみ【夜間・土日・祝日は 】、【１０日・１４
日・１５日は 】までご連絡下さい。 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

 

 

   

16:00 

× 

下校バス 

部活バス 

学校ホームページでも生徒の活動の様子を掲載しております。 
カラー版の学校だよりもぜひご覧ください。 
 

https://www.townhamanaka.jp/chanaichu/ 
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※１  
 

生まれて１年間は、ほとんど受身の状態。お世話をしても
らう中で、しっかり抱かれることによって、赤ちゃんは「守
られている」「かわいがられている」と無意識のうちに感
じ、信頼し安心します。それが、愛情や信頼、情緒安定、
他人を思いやる心など、人間形成の基盤となります。 

※２  
 

幼児は乳離れをするが、一気に離すのではなく、常に親
がそばにいることで、「心配しなくてもいいよ」という安心
感を与えることが大切です。自立に目覚める幼児期は、
安全な保護者から社会に向いて一歩を踏み出す時期と
言えます。 

※３  
 

学童期は、友だちとの付き合いによって社会性が育つ時
期なので、ここではしっかりと手を離し、活動範囲を広げ
てやらないといけません。でも、いろんな危険があるの
で、目を離してはいけません。この時期は遠くから見守
り、子供が何かで声をあげると助けてあげましょう。 

※４  
 

青年期にまでなると、完全に自立していくために自分な
りの生きがい・進路を歩んでいくときであるが、気持ちの
上では心を離してはいけないということです。いずれにし
ても、子育ての最終的な責任は親にあるという基本を忘
れてはいけません。 

「子育て四訓」とは、乳児期・幼児期・少年期・青年期
それぞれの発達段階で、親がどの程度の距離感で接する
のが理想的か示したものです。 
過干渉にならず、でも必要なところではしっかりと支え

ていくという考え方は、「子育てに悩んだり迷ったりしたと
き」に、大いに役に立つのではないでしょうか。特に、子ど
もが小さいころほど子育てに熱心ではなくなるけれど、問
題も多くなり悩みが増える思春期の子どもを持つ方にも、
ぜひ知っておいてもらいたい言葉です。 
 
 

＜子育て四訓＞ 
１.乳児はしっかり肌を離すな ※１ 
２.幼児は肌を離せ、手を離すな ※２ 
３.少年は手を離せ、目を離すな ※３ 
４.青年は目を離せ、心を離すな ※４ 

ALT（外国語助手）でお世話になっているピーター先生が今月
で帰国することになりました。最終日となった２０日（木）はすべて
の学年でピーター先生と一緒に楽しい時間を過ごしました。 

14:45 

16:00 

★その他、何かお困りの事がありま
したら相談窓口をご利用ください 



 

 

 

 

 

 

７月１１日（火）～１４日（金）の期間、全ての学年で
「性と生の学習」が行われました。ぜひご家庭の中でも
積極的に「性についての正しい知識ついて」、恥ずかし
がらずに話し合っていただけると学校としても幸いです。 

 
 
 

７月１４日（金）、３年生を対象に陶芸体験教室が総合
文化センターで実施されました。講師として「陶芸サーク
ル」の方５名が生徒へ熱心に陶芸の楽しさを伝えてくれま
した。この企画を提案して下さった「教育委員会」の皆さ
ま、貴重な体験をさせていただき大変感謝しております。 

 
 

 

６月２９日（木）、家庭科の授業で２年生を対象とした着付け教室
が開催されました。今年度も町内から佐々木さん・君塚さんの２名が
来校され、生徒へ丁寧に着付けについて教えていただきました。 

７月８日（土）、第５８回 茶内中学校 体育大会が実施されました。今年は４年振りにコロナ禍による制限がない
中での開催となり、珍しく天候にも恵まれ、生徒の笑顔や一生懸命な姿をたくさん見ることができました。 
競技の結果は…今回は白団が２４６点、紅団が２７０点で、みごと紅団が優勝しました！！そして今回の大会では、
みごと女子８００ｍで１年生 天川 凜音さんが歴代記録を更新することができました。来年もさらなる記録更新を目
指して頑張ってください!! 

（３年）加藤 碧莞さん １２秒５７（準決勝７位） 
（３年）堀内 敬心さん １２秒７４（準決勝８位） 
（２年）黒木 宝風さん １３秒０９（準決勝７位） 
（２年）加藤 蓮太良さん １３秒６８（予選５位） 
（２年）新沼 穂乃香さん ２０秒１１（予選８位） 
（１年）二瓶 弘成さん １３秒３８（準決勝３位） 
 
 
（３年）黒木 才穏さん ２７秒０９（予選４位） 
（２年）黒木 宝風さん ２７秒９１（予選４位） 
（２年）新沼 穂乃香さん ４２秒４６（予選８位） 
（１年）二瓶 弘成さん ２８秒８３（予選６位） 
 
 

■【男子・女子１00ｍ】 

 ■【男子・女子８00ｍ】 

 （３年）目黒 心平さん ２分２４秒６９（予選３位） 
（１年）天川 凜音さん ２分４５秒０２（決勝４位） 
 

■【男子・女子１５00ｍ】 

 （３年）高田 大樹さん ５分４３秒８４（決勝１１位） 
（２年）神林 隼さん ５分３９秒４４（決勝１３位） 
（１年）天川 凜音さん ５分３５秒５９（決勝３位） 
 

■【男子３０00ｍ】 

 （２年）神林 隼さん １２分０２秒８３（予選７位） 
 

出場選手 （３年）加藤 碧莞さん、堀内 敬心さん 

（２年）黒木 宝風さん（１年）二瓶 弘成さん   

５０秒３１（予選５位） 
 

■【男子４×１00ｍ】 

 

■【男子・女子２00ｍ】 

 

（３年）黒木 才穏さん １分０３秒７３（予選３位） 
 
 

■【男子４00ｍ】 

 

７月２０日（木）、昨年度に引き続き、芸術劇場が総合
文化センターで開催されました。劇団さっぽろによる演
劇「いちご同盟」は色々と考えさせられる内容で、きっと
多くの生徒の心に響いたことでしょう。 

 


